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尹錫悦大統領の歓迎辞要旨

同胞庁通じて支援を強化

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
ソ
ウ
ル
】
呂
健
二
中
央
本
部
団
長
、
朴
安
淳
議
長
、
金
春
植
監
察
委
員
長
と
東
京
本
部
、
愛
知
本
部
の
ほ
か
傘
下
団
体
の
民
団
幹
部
代
表
ら
で
構

成
し
た
本
国
礼
訪
団
一
行
が
１５
日
、
龍
山
・
大
統
領
室
を
訪
問
、
尹
錫
悦
大
統
領
と
「
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
懇
談
会
」
を
行
っ
た
。
懇
談
会
で
は
３

月
尹
大
統
領
の
日
本
訪
問
後
、
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
い
く
韓
日
関
係
改
善
や
シ
ャ
ト
ル
外
交
完
全
復
活
後
の
同
胞
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

在日本大韓民国民団懇談会に出席した尹錫悦大統領（中央）。金起�国民の力代表（左端）、金碩基国民の力在外同胞委員長（右端）、
呂健二民団中央本部団長（左から２人目）、朴安淳民団本部議長（右から２人目）�大統領室提供

ＫＪアプリの説明を受ける参加者

尹
大
統
領
は
冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
、
「
今
年
３
月
、
東

京
で
呂
健
二
団
長
を
は
じ
め

同
胞
の
方
々
に
お
会
い
し
た

が
、
今
日
ソ
ウ
ル
で
ま
た
お

会
い
で
き
て
嬉
し
い
」と
し
、

民
団
が
「
半
世
紀
以
上
に
わ

た
る
長
い
歳
月
の
間
、
韓
国

経
済
発
展
に
多
大
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
」
と
し
て
感

謝
の
意
を
表
し
、
「
こ
れ
ま

で
政
府
が
皆
様
の
日
本
で
の

経
済
活
動
や
日
常
生
活
に
し

っ
か
り
役
立
て
な
か
っ
た
部

分
に
つ
い
て
は
申
し
訳
な

い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
民
団

活
動
を
評
価
し
た
上
で
、
同

胞
社
会
に
つ
い
て
も
側
面
支

援
を
約
束
し
た
。

ま
た
、
韓
日
関
係
に
つ
い

て
「
今
は
正
常
化
し
、
過
去

の
韓
日
関
係
が
最
も
良
か
っ

た
時
代
に
近
づ
い
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
８
月
に
行
わ
れ

た
韓
日
米
首
脳
の
キ
ャ
ン
プ

デ
ー
ビ
ッ
ド
で
の
会
談
で
は

関
係
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
」
と
韓
国

と
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
三
カ

国
関
係
の
重
要
性
に
つ
い
て

述
べ
た
。

尹
大
統
領
は
「
韓
日
両
国

が
協
力
し
て
国
際
社
会
で
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

関
係
に
発
展
さ
せ
て
い
く
」

と
し
た
上
、
「
こ
れ
が
北
東

ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
平
和
を
守
り
共
に
繁
栄

す
る
近
道
で
あ
る
」
と
強
調

し
た
。

特
に
「
韓
日
関
係
が
進
展

す
れ
ば
日
本
で
生
活
し
て
い

る
同
胞
に
と
っ
て
も
大
き
な

力
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
し
、

「
皆
さ
ん
が
経
済
活
動
を
す

る
う
え
で
、
心
強
い
支
え
に

な
る
よ
う
政
府
が
最
善
を
尽

く
す
」
と
関
係
改
善
と
支
援

を
表
明
し
た
。

関係改善の架け橋に
◇国民の力・金碩基在外同
胞委員長あいさつ要旨
在日韓国人は、韓国が経

済的に厳しい時期に日本で
一番高い土地に大使館と領
事館を建てることができる
ように一銭一銭集めて寄付
し、ＩＭＦの時に１５億ドル
寄付、そして１９８８年のソウ
ルオリンピックの時には
１００億円を集めて競技場施
設を建てるのに役立ちまし
た。その中心にはいつも在
日本大韓民国民団がいまし
た。

在日同胞
の方々は祖
国に対する
特別な愛国
心を持った
方々です。
これをよ

く知ってい
る尹錫悦大統領が民団団長
を含む幹部たちを励ますた
めに私も一緒に招待してく
ださいました。大統領があ
りがたくも同胞たちに首脳
会談を通じた韓日関係正常
化に最も力を入れた人が金
碩基国会議員だとわざわざ
紹介もしてくださいまし
た。今や在日韓国人の皆さ
んに会うたびに韓日関係改
善でますます暮らしやすく
なっているという話を聞く
ことができ、とても感激し
て大きなやりがいを感じま
す。
韓日関係がさらに良くな

り、両国間の交流がさらに
活性化し、慶州はもちろん
大韓民国の経済的利益が大
きくなるよう最善を尽くし
ます。

民団事業、政府と支える
◇国民の力・金起�代表歓
迎あいさつ要旨
呂健二中央本部団長をは

じめとする在日本大韓民国
民団の皆様に心より歓迎の
言葉を申し上げます。
併せて、民団同胞を温か

く迎えてくださった尹錫悦
大統領にも国民と党員に代
わって感謝の言葉を申し上
げます。

民団は歴
史的な背景
を 乗 り 越
え、「和合」、
「包容」、
共生の新し
い韓日関係
を切り開く

上で大きな役割を果たして
きました。韓国戦争から韓
日請求権協定、８８オリンピ
ックとＩＭＦ通貨危機、２０
０２韓日ワールドカップなど
韓国現代史の主要ページご
とに民団は常に大韓民国に
寄り添い、最も近いパート
ナーでした。
韓日関係が遠くなれば遠

くなるほど、両国が過去に
縛られ消耗的葛藤だけを繰
り返すほど、東アジア自由
民主主義の波は弱くならざ
るを得ません。尹錫悦大統
領が就任後様々な国内政治
的困難の中でも初心一貫し
て韓日関係正常化に尽くし
てきたことも国民と国家の
利益とより良い明日のため
の決断です。
民団で推進する様々な力

点事業のうち、国民の力が
大韓民国の与党として助け
られることがあれば政府と
協力し最善を尽くします。

今年３月、東京で呂健二
団長をはじめ同胞の方々に
お会いしましたが、今日ソ
ウルでまたお会いできて嬉
しいです。
民団が半世紀以上にわた

る長い歳月の間、韓国経済
発展に多大な役割を果たし
てこられたことに感謝の意
を表します。

これまで
政府が皆様
の日本での
経済活動や
日常生活に
しっかりと
役立てなか
った部分に

ついては申し訳ありません
でした。
私は、２０２１年夏に政治を

始め、その当時初期から外
交安保公約は韓米同盟の強
化と韓日関係の正常化でし
た。この正常化というのは
両国関係が最も良かった時
代に直ちに回復することを
意味します。
韓日関係はもはや正常化

しており、過去の韓日関係
が最も良かった時代に近づ
いているだけでなく、今年
８月、キャンプデービッド
で韓日米３カ国の首脳が会
合し、関係をより一層強固
にしていくことで合意しま
した。
韓国、日本、アメリカが

「安全保障」、「経済」、「科

学技術」そして「第３国の
開発協力」にお互い協力、
共同のリーダーシップと責
任意識を国際社会で発揮す
ることを約束しました。
岸田首相とは今年３月以

降６回、両国間の協力を強
化していくことを再確認し
ました。
日本は自由民主主義と市

場経済という普遍価値を共
有する一方で、先端科学技
術と産業において世界的に
発展した国です。韓日が協
力して国際社会でリーダー
シップを発揮する関係に発
展させていきます。これが
北東アジア、インド太平洋
地域、そしてグローバル社
会で平和を守り、共同で繁
栄する近道です。
韓日関係が進展すれば、

同胞社会にも大きな力にな
ります。皆様が経済、社会
活動を行う上で心強い支え
になるよう、政府が最善を
尽くしていくことを約束し
ます。
また、大統領選挙の際、

在外同胞に約束した在外同
胞庁が今年６月に開庁しま
した。在外同胞庁が在外同
胞とネットワークでしっか
り繋がるように支援しま
す。
民団の活動についてもし

っかり側面からより支援で
きるように細心の注意を払
います。

民
団
中
央
本
部
は
組
織
活

性
化
と
実
務
者
の
養
成
を
主

な
目
的
と
す
る
「
同
胞
社
会

指
導
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
し
た
。
民
団
中
央
の
主
催

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
２

０
１
９
年
以
来
４
年
ぶ
り
。

全
国
の
地
方
本
・
支
部
と
傘

下
団
体
か
ら
６９
人
が
参
加

し
、
９
日
か
ら
１
泊
２
日
の

日
程
で
集
中
的
に
講
義
を
受

け
た
。

内
容
は
い
か
に
し
た
ら
団

員
に
寄
り
添
っ
た
活
動
が
で

き
る
の
か
を
学
ぶ
実
践
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
と
な
っ

た
。
団
員
家
庭
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
ど
う
応
え
た
ら
い

い
の
か
、
最
良
の
選
択
肢
を

考
え
て
お
互
い
に
共
有
し
あ

う
「
テ
レ
フ
ォ
ン
コ
ー
ル
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
」
や
、
支

部
総
会
の
運
営
方
法
や
資
料

作
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
っ

た
具
体
的
な
指
導
も
あ
っ

た
。講

義
「
在
日
同
胞
社
会
の

現
状
と
課
題
」
を
担
当
し
た

李
清
鍵
副
総
長
は
、
「
韓
半

島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
す
べ
て

の
同
胞
を
視
野
に
入
れ
れ

ば
、
民
団
の
対
象
者
は
逆
に

増
え
て
い
る
と
い
え
る
。
決

し
て
同
胞
社
会
の
規
模
が
小

さ
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
、

家
庭
訪
問
を
通
じ
て
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
新
規
団
員
を
増

や
す
よ
う
呼
び
か
け
た
。

翌
日
は
在
日
同
胞
と
民
団

を
リ
ン
ク
し
た
「
Ｋ
Ｊ
ア
プ

リ
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
会
員
登

録
す
る
こ
と
で
地
域
内
の
イ

ベ
ン
ト
内
容
が
自
動
的
に
届

く
シ
ス
テ
ム
。
団
員
掘
り
起

こ
し
の
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。
開
発
チ
ー
ム

は
「
物
々
交
換
の
掲
示
板
や

ブ
ラ
イ
ダ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
情

報
も
考
え
て
い
る
。
い
ま
は

歩
き
出
し
た
ば
か
り
。
一
緒

に
育
て
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

参
加
者
か
ら
は「
み
ん
な
、

な
ん
と
な
く
知
っ
て
い
る
こ

と
ば
か
り
。
で
も
、
い
ざ
、

人
に
聞
か
れ
た
ら
う
ま
く
答

え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も

自
覚
で
き
た
。
い
い
お
さ
ら

い
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
た
。

呂
団
長
は
尹
大
統
領
の
歓

迎
あ
い
さ
つ
に
対
し
「
こ
の

場
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
尹

錫
�
大
統
領
と
国
民
の
力
・

金
起
�
代
表
、
金
碩
基
在
外

同
胞
委
員
長
、
そ
し
て
李
基

哲
在
外
同
胞
庁
長
を
は
じ
め

政
府
関
係
者
の
皆
様
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
な
が
ら
、
「
３
月
に
大
統

領
日
本
訪
問
後
、
韓
日
関
係

は
著
し
い
変
化
を
成
し
遂

げ
、
韓
日
間
の
対
話
と
協
力

関
係
進
展
は
日
本
社
会
で
も

歓
迎
さ
れ
て
い
る
」
と
シ
ャ

ト
ル
外
交
完
全
復
活
に
感
謝

の
意
を
表
し
た
。

特
に
５
月
、
広
島
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
際
、
被

爆
同
胞
を
招
待
し
て
慰
労
、

岸
田
総
理
と
と
も
に
「
韓
国

人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
」
を

参
拝
さ
れ
た
こ
と
に
深
い
感

銘
を
う
け
た
と
し
、
「
韓
半

島
で
二
度
と
戦
争
の
よ
う
な

悲
劇
が
お
き
な
い
よ
う
平
和

を
維
持
し
な
が
ら
、
北
韓
の

非
核
化
や
韓
半
島
を
安
全
に

守
っ
て
ほ
し
い
」と
願
っ
た
。

ま
た
、
「
我
々
の
宿
願
で

あ
る
地
方
参
政
権
実
現
と
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根
絶
に
協
助

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
民

団
の
当
面
主
要
課
題
の
解
決

に
向
け
た
本
国
政
府
の
理
解

と
支
援
を
求
め
た
。

大
韓
民
国
政
府
樹
立
７５
周

年
を
迎
え
た
今
年
、
民
団
は

創
団
以
来
、
祖
国
の
発
展
に

寄
与
し
て
き
た
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
「
祖
国
と
苦
楽
」
を

と
も
に
し
て
い
く
こ
と
を
強

調
、
引
き
続
き
政
府
の
関
係

改
善
に
向
け
た
外
交
努
力
に

期
待
を
よ
せ
た
。

呂
団
長
は
、
「
尹
錫
悦
政

府
が
過
去
の
歴
史
を
克
服

し
、
未
来
志
向
的
な
韓
日
関

係
構
築
の
た
め
に
文
化
交

流
、
次
世
代
交
流
な
ど
を
よ

り
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
両
国
の
架
け

橋
と
し
て
の
役
割
を
着
実
に

遂
行
し
て
い
く
」
と
支
持
の

意
を
明
ら
か
に
し
た
。

李
壽
源
東
京
本
部
団
長
は

「
遠
く
の
存
在
だ
っ
た
大

統
領
の
イ
メ
ー
ジ
が
今
回
の

礼
訪
で
こ
ん
な
に
近
く
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
う
れ
し

さ
を
感
じ
、
大
統
領
が
差
し

伸
べ
た
暖
か
い
手
の
ぬ
く
も

り
は
今
に
な
っ
て
も
忘
れ
ら

れ
な
い
」
と
し
「
歴
史
背
景

を
持
つ
在
日
同
胞
の
こ
と
を

よ
く
理
解
、
暖
か
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
た
尹
大
統
領
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」

で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
河
隆
實
愛
知
本
部

団
長
は
「
大
統
領
の
温
か
い

お
迎
え
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
。
通
訳
ま
で
同
席

さ
せ
て
真
剣
に
私
た
ち
の
意

見
を
聞
い
て
下
さ
っ
た
こ
と

に
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
」

と
し
、
「
韓
日
関
係
改
善
へ

の
動
き
は
地
方
で
も
あ
り
が

た
く
実
感
し
て
お
り
、
引
き

続
き
韓
日
友
好
増
進
に
向
け

て
役
に
立
て
た
い
」
と
語
っ

た
。

超
党
派
の
韓
日
議
員
連
盟

（
鄭
鎮
碩
会
長
）
と
日
韓
議

連（
菅
義
偉
会
長
）は
１５
日
、

衆
議
院
第
１
議
員
会
館
で
第

４４
回
合
同
総
会
を
開
い
た
。

鄭
鎮
碩
会
長
が
あ
い
さ
つ

で
「
尹
錫
悦
大
統
領
の
３
月

日
本
訪
問
で
韓
日
関
係
の
全

面
的
な
正
常
化
が
実
現
し

た
」
と
し
な
が
ら
、
「
互
い

の
努
力
で
韓
日
の
対
立
を
解

消
し
よ
う
」
と
述
べ
た
こ
と

に
対
し
、菅
義
偉
会
長
も「
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
な
ど
に
、
適
切
に
対
処

し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
両
国

関
係
発
展
に
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

閉
会
式
で
は
「
核
・
ミ
サ

イ
ル
に
よ
る
威
嚇
を
強
め
る

北
韓
へ
の
非
難
」
や
、
「
両

国
政
府
に
対
す
る
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
の

海
洋
放
出
の
厳
格
な
管
理
の

要
請
」
や
「
両
国
間
に
横
た

わ
る
歴
史
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
被
害
を
訴
え
る
当

事
者
の
名
誉
と
尊
厳
が
回
復

さ
れ
る
よ
う
に
、
韓
日
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
相
互
互
恵
の
精

神
で
と
も
に
努
力
す
る
こ

と
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
共
同

声
明
を
採
択
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
の
安
定
と
平
和
維
持

の
重
要
性
を
再
確
認
、
力
に

よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
を

許
さ
な
い
と
の
認
識
に
つ
い

て
も
意
見
を
共
に
し
た
。

両
議
連
は
２
０
２
５
年
に

大
阪
で
開
催
さ
れ
る
国
際
博

覧
会（
万
博
）の
成
功
と
２
０

３
０
年
万
博
の
釜
山
誘
致
を

支
援
す
る
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
特
別
決
議
も
採
択
し
た
。

合
同
総
会
に
出
席
し
た
鄭
鎮

碩
会
長
（
左
か
ら
２
人
目
）

と
菅
義
偉
会
長
（
そ
の
右
）

尹尹
大大
統統
領領
、、
民民
団団
礼礼
訪訪
団団
とと
懇懇
談談

韓日関係、最良の時代へ努力

同
胞
の
祖
国
発
展
貢
献
に
謝
意

課
題
解
決
へ
支
援
要
請
呂
団
長

組
織
活
性
化
へ
指
導
者
育
成

民
団
中
央

４
年
ぶ
り
ワ
�
ク
シ
�
�
プ

北韓の核・ミサイル威嚇を非難
韓日・日韓議連 合同総会で共同声明

（第１、第３水曜日発行）週 刊２０２３年９月２０日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第３０４５号（１）
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【ソウル】１５日龍山・大統領室で開催された「在日本大韓
民国民団懇談会」は、未来志向的な新たな韓日関係を築いて
いくうえで、在日同胞社会の声に耳を傾けるとともに、民団
の功労をねぎらうために特別に用意された。民団中央幹部ら
代表一行は尹大統領と政府関係者とともに茶菓のもてなしを
受けた。大統領の歓迎辞にそれぞれ６人の代表は要望や尹大
統領の日本訪問後の変化など意見を述べた。

懇談会出席者の発言要旨
◇朴安淳中央本部議長
私は学生時代バスケットボールをした縁で在日本大韓民国

体育会の会長を２期歴任するなど在日同胞体育振興に多くの
関心と愛情を持っています。
特に母国とのスポーツ交流などを通じて在日同胞青年人材

が母国大韓民国の国家代表にまで成長できる基盤を作り、こ
れを通じてより一層同胞社会と母国が近づく契機にしたいと
思います。
どうか青少年スポーツ交流事業に多くの関心と支援をお願

いします。

◇金春植中央本部監察委員長
私は同胞と直接触れ合うことができる支部で長い間活動し

ながら様々な苦情問題を抱えている同胞たちとその解決のた
めに取り組んで努力してきました。
在日韓国人が３、４世を過ぎて５世まで誕生している現在、

在日同胞社会は韓国語はもちろん、韓日両国の風習と法律、
行政の違いで多くの困難を経験しています。
民団は創立以来、引き続き民族教育と在日同胞の生活サポ

ートを行っています。
どうか政府レベルでも民団が同胞の問題を解決するのに積

極的に協力してくれることを切に願う次第です。

◇李壽源東京本部団長
私が団長職を遂行している東京には唯一民族系学校・東京

韓国学校があります。日本全国でも韓国系の民族学校は朝総
連系学校に比べて途方もなく少ない状態です。
特に東京韓国学校は優秀な評価を受けており入学を希望す

る同胞の子供たちが多数いますが、現在は収容規模がそれに
及ばず多くの学生たちが待機状態で順番を待っています。
しかし、結局は一部が日本の学校に進学し、一部は韓国語

教育のために仕方なく朝鮮学校に進学させる父兄もいると耳
にしました。
これを解決するために、これまで東京第二学校の建設に努

めてきましたが、実現直前に現在の小池東京都知事が当選し
たことで失敗に終わってしまいました。
民団だけではあまりにも力不足です。
同胞社会の未来のために、ぜひ政府が力を入れてくださる

ことを切に願う次第です。

◇河隆實愛知本部団長
関東大震災当時の朝鮮人虐殺から１００年が経った今も依然

として日本社会で朝鮮人、韓国人に対するヘイトスピーチと
人種差別犯罪は消えていません。
実際に私が団長を務めている民団愛知県地方本部と名古屋

韓国学校は２０２１年７月、日本の右翼による放火被害を受けま
した。
幸い、すぐ火を消し人命被害はなかったが、地域同胞たち

はそのトラウマによって不安を抱いて生きています。
このような事件が発生した時、大韓民国政府とその首長で

ある大統領が慰労の言葉で連帯感を表現してくだされば被害
同胞たちが大きな勇気を得るとともに、事件を未然に防止す
る効果もあると考えられます。
一方、私が住んでいる名古屋地域で１１月、韓日友好親善の

ために名古屋総領事館と共に〈韓国フェスティバルイン名古
屋〉というイベントを開催します。
同胞はもちろん、日本市民までおよそ１０万人以上が毎年参

加する日本国内でも知名度の高い韓流イベントとなっていま
す。
もしその期間に日本を訪問することがありましたらぜひ一

度立ち寄って同胞たちに力を与えていただきたいです。

◇劉代永婦人会中央会長
１０月９日から１２日まで日本全国の婦人会会員のうち約２００
人を集めて母国研修を行います。
コロナ発生後４年ぶりに行うイベントで、みんな期待する

ところが大きいです。
特に婦人会の会員たちが望んでいる大統領夫人の金建希女

史との懇談会実現のために、現在駐日韓国大使館を通じて要
請していることから、何卒ご協力くださいますようお願い申
し上げます。

◇孫京翼中央本部常任顧問
９月１日は関東大震災から１００年になる日でした。
在日同胞には絶対忘れられない朝鮮人大虐殺という蛮行が

あった日でもあります。在日民団は犠牲者を称える追悼行事
を毎年関東各所で開催してきました。
今年は１００年という大きな節目の意味を持ち、日本の元首

相と現職政党の代表まで参加したイベントとして駐日韓国大
使館の後援を受けて開催されました。
言い換えれば、大韓民国政府と在日民団が一緒に開催した

行事でした。
ところが現職国会議員である尹美香氏は、大韓民国と民団

ではなく、北韓の日本支部と同じ組織である朝総連主催の行
事にのみ参加しました。
この問題は在日同胞社会に対する裏切りであり、大韓民国

国会に対する冒涜（ぼうとく）です。
賢明な大統領と母国の国民が強力に対処してくれることを

願っています。
加えて、現在の韓日両国間の安保協力関係について在日同

胞は多くの関心を持って見守っています。
今後どのようにこの問題を解いていくのか聞かせていただ

ければ幸いです。

尹
錫
悦
大
統
領
就
任
１
周
年
を
迎
え
、
韓
日
関
係
改
善
と
シ
ャ
ト
ル
外

交
完
全
復
活
を
記
念
し
弊
紙
（
５
月
２４
日
付
け
号
）
で
は
特
別
紙
面
を

企
画
し
た
。
特
別
企
画
紙
面
を
眺
め
る
尹
大
統
領

今
回
は
未
来
志
向
的
新
た
な
韓
日
関
係
の
構
築
に
向
け
て
在
日
同
胞
社

会
の
声
に
耳
を
傾
け
る
場
と
し
て
「
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
懇
談
会
」

が
設
け
ら
れ
た
。
尹
錫
悦
大
統
領
は
歓
迎
辞
で
、
韓
国
の
経
済
発
展
に

民
団
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
、
謝
意
を
表
し
た
。

大
統
領
の
温
か
み
の
あ
る
言
葉
に
う
っ
と
り
す
る
場
面
も
み

ら
れ
た
。
傾
聴
中
の
李
壽
源
東
京
本
部
団
長
（
左
）
、
金
泰

勲
中
央
本
部
副
団
長
（
中
）、
李
根
�
中
央
本
部
副
団
長（
右
）

通
訳
付
き
の
懇
談
会
は
は
じ
め
て
と
い
う
民
団

幹
部
か
ら
は
尹
政
権
の
同
胞
に
対
す
る
「
本
気

度
」が
感
じ
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
と
の
声
も
。

呉
英
義
中
央
本
部
副
団
長
（
右
）
、
洪
政
國
在

日
韓
国
科
学
技
術
者
協
会
会
長
（
左
）

金碩基議員から在日同胞の祖国発展への貢献をよく聞か

れていたという尹大統領は参加した民団幹部ら一人ひと

りと挨拶、握手を交わした。

功をねぎらい激励するこの日の懇談会で尹大統領は、韓

日関係がより発展するには民団の役割は欠かせないと述

べた。懇談会場に入る尹錫悦大統領と金碩基国民の力・

在外同胞委員長（右）、呂健二中央本部団長（左）

大統領に届けた同胞の声
（２）２０２３年９月２０日（水曜日）

青
少
年
ス
ポ
�
ツ
交
流
を
／
課
題
解
決
は
政
府
レ
ベ
ル
で
／
東
京
に
第
２
の
民
族
学
校
を

民 団 新 聞

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
�
て
ま
す
／
大
統
領
夫
人
と
の
懇
談
期
待
／
朝
総
連
集
会
参
加
議
員
に
対
応
を

「在日本大韓民国民団懇談会」には政府関係者や政党関

係者などが参加し民団幹部らの声に耳を傾けた。

（写真は全て大統領室提供）

（第３種郵便物認可）第３０４５号
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敬
老
チ
�
ン
チ
�各
地
で

【
大
阪
】
婦
人
会
大
阪
本

部（
朴
米
子
会
長
）は
８
日
、

大
阪
韓
国
人
会
館
に
泉
大
津

混
声
合
唱
団
・
泉
大
津
市
合

唱
連
盟
有
志
を
招
き
、
韓
日

交
流
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し

た
。婦

人
会
は
「
オ
ン
ド
ゲ
ソ

（
丘
の
上
で
）」、「
３
６
５
日

の
紙
飛
行
機
」な
ど
５
曲
。泉

大
津
は
「
カ
ン
ル
ォ
ー
レ

帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
～
私
の
太

陽
よ
」、「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル

夢
や
ぶ
れ
て
～
民
衆
の
う

た
」な
ど
３
曲
を
披
露
し
た
。

最
後
は
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
を
一
緒
に
合
唱
し
た
。

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
韓
国

か
ら
参
加
し
た
サ
ッ
ク
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
Ｌ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ

（
ル
カ
ス
）
さ
ん
が
韓
国
ド

ラ
マ
「
ト
ッ
ケ
ビ
」
の
テ
ー

マ
曲
な
ど
を
演
奏
。
呂
英
華

韓
国
伝
統
芸
術
院
の
呂
さ
ん

と
金
連
淑
さ
ん
が
韓
国
民
謡

で
華
を
添
え
た

朴
会
長
は
「
歌
に
国
境
は

あ
り
ま
せ
ん
。
全
世
界
共
通

の
言
葉
に
も
値
す
る
ほ
ど
心

と
心
が
通
じ
合
う
も
の
。
今

日
の
発
表
会
が
、
韓
日
友
好

親
善
の
架
け
橋
の
一
助
に
つ

な
が
る
も
の
と
信
じ
て
い

る
」
と
期
待
を
込
め
た
。

駐
大
阪
韓
国
総
領
事
館
の

金
亨
駿
総
領
事
も
「
ひ
と
つ

の
声
が
美
し
い
旋
律
を
生
み

だ
し
、
幸
せ
の
オ
ー
ラ
が
遥

か
遠
く
ま
で
届
く
こ
と
を
願

っ
て
い
る
」
と
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

泉
大
津
混
声
合
唱
団
は
泉

大
津
初
の
混
声
合
唱
団
と
し

て
１
９
８
９
年
か
ら
活
動

中
。
泉
大
津
混
声
合
唱
団
に

８
団
体
が
加
入
す
る
。

「
敬
老
の
日
」（
今
年
は
９
月
１８
日
）
を
前
に
各
地
の
民
団
や
婦
人
会
が
長
年
、
民

団
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
同
胞
高
齢
者
を
祝
宴
に
招
き
、
万
寿
無
疆
（
ば
ん
じ
ゅ
む
き

ょ
う
）
を
祈
っ
た
。「
超
高
齢
化
社
会
」
の
い
ま
、
対
象
者
は
７０
歳
以
上
、
な
か
に
は

７５
歳
以
上
の
と
こ
ろ
も
目
だ
っ
た
。
民
団
山
梨
本
部
は
コ
ロ
ナ
禍
で
控
え
て
い
た
団
員

宅
へ
の
家
庭
訪
問
を
４
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
安
否
を
確
認
し
た
。

民
団
山
梨
本
部
（
李
正
炯

団
長
）
は
１４
、
１５
の
両
日
、

婦
人
会
役
員
と
共
同
で
県
内

の
７５
歳
以
上
の
高
齢
同
胞
宅

を
２
日
間
か
け
て
２２
軒
、
家

庭
訪
問
し
た
。

甲
府
市
内
の
松
岡
節
子
さ

ん
（
９５
）
は
１０
年
前
に
夫
の

李
圭
碩
さ
ん
（
同
本
部
顧
問

�
当
時
）
を
亡
く
し
、
い
ま

は
一
人
暮
ら
し
。
同
本
部
の

鄭
郁
常
任
顧
問
と
方
永
順
監

察
委
員
長
の
訪
問
を
受
け

「
毎
年
来
て
い
た
だ
き
申
し

訳
な
い
。
感
謝
し
て
い
る
」

と
歓
迎
し
た
。

松
岡
さ
ん
は
常
時
、
室
内

歩
行
器
が
頼
り
。
週
３
回
ヘ

ル
パ
ー
の
訪
問
を
受
け
て
い

る
。
外
出
は
無
理
だ
が
好
奇

心
は
旺
盛
。
新
聞
報
道
で
甲

府
駅
前
に
韓
国
美
容
整
形
外

科
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
を

知
り
、関
心
を
示
し
て
い
た
。

朴
喜
雄
さ
ん
（
同
本
部
常

任
顧
問
）
は
県
内
で
韓
国
料

理
店
を
３
店
舗
経
営
中
。
８０

歳
の
い
ま
も
現
役
だ
。
週
１

日
の
休
み
を
除
き
毎
日
、
店

舗
回
り
を
続
け
て
い
る
。

李
讃
雨
事
務
局
長
の
訪
問

を
受
け
、
「
民
団
組
織
の
存

続
に
と
っ
て
家
庭
訪
問
は
い

ち
ば
ん
大
事
。
団
員
の
安
否

確
認
の
た
め
に
も
年
に
１
回

は
続
け
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
。

民
団
山
梨
の
高
齢
者
宅
家

庭
訪
問
は
２
０
１
５
年
か
ら

続
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
控

え
て
い
た
た
め
、
今
年
が
４

年
ぶ
り
。
え
ご
ま
の
葉
、
韓

国
海
苔
、
ソ
ン
ジ
ス
ー
プ
な

ど
を
お
土
産
に
持
参
し
た
。

李
事
務
局
長
は
「
甲
府
市

を
除
く
遠
隔
地
を
家
庭
訪
問

す
る
の
は
敬
老
と
年
末
の
２

回
ぐ
ら
い
。
話
が
弾
み
、
な

か
な
か
簡
単
に
は
帰
し
て
も

ら
え
な
い
」と
話
し
て
い
た
。

朴喜雄さん（左）を訪ねた民団
山梨本部の李讃雨事務局長

【
徳
島
】
民
団
徳
島
本
部

（
姜
盛
文
団
長
）
は
２
日
、

徳
島
市
内
の
野
外
劇
場
「
す

だ
ち
く
ん
森
の
シ
ア
タ
ー
」

で
「
第
５
回
日
韓
友
好
音
楽

祭
」を
開
催
し
た
。会
場
に
は

四
国
は
も
と
よ
り
遠
く
は
東

京
、
新
潟
、
九
州
な
ど
か
ら

フ
ァ
ン
８
０
０
人
余
り
が
来

場
し
、
バ
ラ
ー
ド
、
オ
ペ
ラ
、

ト
ロ
ッ
ト
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
持
ち
味
の
３
組
に
よ

る
舞
台
を
楽
し
ん
だ
。
駐
神

戸
総
領
事
館
と
の
共
催
。

出
演
者
は
韓
国
の
人
気
サ

バ
イ
バ
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

番
組
「
明
日
は
ミ
ス
タ
ー
ト

ロ
ッ
ト
」
に
出
演
し
て
脚
光

を
浴
び
た
若
手
ト
ロ
ッ
ト
歌

手
の
イ
・
デ
ウ
ォ
ン
、
ポ
ッ

プ
ス
と
オ
ペ
ラ
の
歌
唱
法
を

合
わ
せ
持
つ「
ポ
ペ
ラ
歌
手
」

の
ア
・
リ
ヒ
ョ
ン
、
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｌ
Ｅ

Ｎ
。
公
演
後
は
８
団
体
か
ら

提
供
を
受
け
た
商
品
が
観
客

に
抽
選
で
配
ら
れ
た
。

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見

る
と「
歌
唱
力
、パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
な
に
を
と
っ
て
も

素
晴
ら
し
い
」
「
心
の
底
か

ら
感
動
し
た
」
「
音
楽
を
通

し
た
平
和
の
世
界
を
感
じ
、

癒
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
好
意

的
な
感
想
が
目
だ
っ
た
。
次

回
を
期
待
す
る
と
い
う
回
答

は
１
０
０
％
だ
っ
た
。

姜
団
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

韓
国
と
日
本
を
つ
な
げ
る
重

要
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い

く
と
確
信
し
た
」
と
手
ご
た

え
を
語
っ
て
い
た
。

４
年
ぶ
り
の
開
催

婦
人
会
千
葉
本
部

婦
人
会
千
葉
本
部
（
崔
八

重
子
会
長
）
は
１３
日
、
千
葉

市
内
の
ホ
テ
ル
に
７０
歳
以
上

の
同
胞
ら
６０
人
を
招
い
た
。

同
本
部
の
敬
老
チ
ャ
ン
チ
は

コ
ロ
ナ
禍
を
は
さ
み
４
年
ぶ

り
。
崔
会
長
自
ら
指
揮
を
執

る
の
は
就
任
し
て
か
ら
こ
れ

が
初
め
て
。
民
団
千
葉
本
部

か
ら
高
炳
佑
団
長
が
駆
け
つ

け
た
。

会
場
の
最
高
齢
者
は
民
団

千
葉
の
「
ご
意
見
番
」
こ
と

９４
歳
の
李
錫
魯
さ
ん
（
成
田

支
部
）。
長
寿
の
秘
訣
は「
自

然
体
」
と
の
こ
と
。

婦
人
会
千
葉
・
船
橋
支
部

の
林
連
淑
・
連
心
姉
妹
が
婦

人
会
東
京
江
戸
川
支
部
の
金

泫
仙
会
長
と
と
も
に
韓
国
民

謡
や
踊
り
、
パ
ン
ソ
リ
で
も

て
な
し
た
。

韓
国
民
謡
で
慰
労

民
団
埼
玉
本
部

民
団
埼
玉
本
部
（
崔
洛
文

団
長
）
は
こ
れ
か
ら
も
幾
久

し
く
長
寿
を
保
た
れ
る
よ
う

に
と
の
願
い
を
込
め
た
「
万

寿
無
疆
（
マ
ン
ス
ム
ガ
ン
）

敬
老
会
」
を
１６
日
、
開
催
。

浦
和
区
の
埼
玉
韓
国
会
館
に

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
２５
人
を

招
待
し
た
。

初
め
に
民
団
埼
玉
本
部
の

景
民
杓
常
任
顧
問
が
立
ち
、

「
人
生
の
目
標
を
胸
に
抱
き
、

社
会
的
使
命
感
を
担
っ
て
生

き
よ
う
」
と
い
う
趣
旨
で
講

話
し
た
。
崔
団
長
は
「
長
生

き
よ
り
元
気
が
大
事
。
健
康

寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

「
民
団
埼
玉
本
部
民
謡
合

唱
団
」
の
メ
ン
バ
ー
６
人
が

「
ア
リ
ラ
ン
」
な
ど
を
披
露

し
た
。

温
泉
で
カ
ラ
オ
ケ

民
団
長
野
本
部

民
団
長
野
本
部
（
金
龍
洙

団
長
）
は
１８
日
、
７５
歳
以
上

の
高
齢
者
１０
人
を
上
田
市
の

鹿
教
湯
温
泉
に
招
待
し
て

「
長
野
地
域
同
胞
敬
老
チ
ャ

ン
チ
」
を
実
施
し
た
。
役
員

と
付
き
添
い
の
家
族
８
人
が

同
行
し
た
。

高
昌
星
本
部
議
長
（
城
西

病
院
院
長
）
が
健
康
管
理
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
参
加
者
全

員
に
赤
飯
と
韓
国
伝
統
の
刺

繍
を
施
し
た
ポ
ー
チ
が
記
念

品
と
し
て
贈
ら
れ
た
。
食
事

の
あ
と
は
カ
ラ
オ
ケ
と
温
泉

を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
日
参
加
の
最
高
齢
者

は
９８
歳
の
諏
訪
支
部
団
員
。

お
祝
い
の
言
葉
に
添
え
て
花

束
が
手
渡
さ
れ
た
。

千葉敬老チャンチで踊る参加者の同胞（左）

「民団埼玉本部民謡合唱団」のミニステージ

韓
日
交
流
オ
モ
ニ
コ
ー
ラ
ス
発
表
会
（
大
阪
韓
国
人
会
館
）

９８歳の参加者にお祝いの花束を贈る（長野）

【
鳥
取
】
荒
金
鉱
山
で
就

労
中
に
鳥
取
地
震
で
亡
く
な

っ
た
韓
国
人
労
働
者
ら
を
悼

む
第
８１
回
慰
霊
祭
が
１０
日
、

岩
美
町
荒
金
の
供
養
塔
前
で

営
ま
れ
た
。

民
団
鳥
取
本
部
（
黄
龍
也

団
長
）
が
主
催
、
韓
半
島
由

来
の
伝
統
的
な
祭
祀
（
チ
ェ

サ
）
形
式
で
執
り
行
っ
た
。

団
員
幹
部
と
日
本
人
有
志
２０

数
人
が
遠
く
は
東
京
、
米
子

か
ら
も
参
列
し
た
。

地
震
は
８０
年
前
の
１
９
４

３
年
９
月
１０
日
に
起
き
た
。

大
量
の
鉱
泥
を
集
め
て
い
た

堆
積
所
の
堤
２
基
が
決
壊
。

４
万
３
千
立
法
�
の
鉱
泥
が

流
出
し
、
労
働
者
の
飯
場
や

集
落
を
直
撃
し
、
韓
国
人
労

働
者
と
そ
の
家
族
２８
人
と
日

本
人
３７
人
の
計
６５
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
。
い
ま
も
２０
人
以

上
の
遺
体
が
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。

供
養
塔
に
は
紙
榜
も
張

り
、
黄
団
長
ら
が
伝
統
的
な

チ
ョ
ル
を
も
っ
て
叩
頭
礼
拝

を
行
っ
た
。
ま
た
、
韓
国
民

族
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
は
「
鎮
魂

の
調
べ
」
を
奏
し
た
。

最
後
に
薛
幸
夫
常
任
顧
問

が
「
こ
れ
か
ら
も
慰
霊
参
拝

を
す
る
こ
と
で
、
記
憶
・
記

録
を
語
り
継
い
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

伝統的なチェサで犠牲者を慰霊

【
茨
城
】
民
団
茨
城
本
部

（
金
桂
一
団
長
）は
９
日
、
団

員
家
族
に
呼
び
か
け
て
、
か

す
み
が
う
ら
市
の
果
樹
園
で

果
物
狩
り
を
行
っ
た
。
各
支

部
か
ら
３０
世
帯
が
参
加
し
、

い
ま
が
旬
の
巨
峰
と
梨
に
歓

声
を
上
げ
た
。
こ
れ
は
支
部

活
性
化
事
業
の
一
環
。
こ
れ

ま
で
地
引
網
を
続
け
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
広
が
っ

て
か
ら
こ
こ
３
年
は
果
物
狩

り
に
変
更
し
て
い
る
。
昼
は

近
隣
で
団
員
の
経
営
す
る
焼

肉
屋
で
食
事
を
と
っ
た
。

済
州
島
に
不
動
産
を
所
有

し
て
い
る
在
日
韓
国
人
の
た

め
、
相
続
・
贈
与
・
売
却
ま

で
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て

い
る
の
が
新
定
住
者
の
崔
恩

漂
さ
ん
（
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル

ド
代
表
、東
京
・
豊
島
区
）。

例
え
ば
不
動
産
の
金
融
資

産
化
を
希
望
の
時
は
�１
所
有

者
の
名
義
人
�２
不
動
産
の
住

所
（
韓
国
語
）
�３
家
族
関
係

が
わ
か
る
書
類
を
ラ
イ
ン
か

メ
ー
ル
で
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル

ド
に
送
信
。
日
本
の
宅
地
建

物
取
引
士
の
国
家
資
格
を
持

つ
崔
さ
ん
が
現
地
の
公
認
不

動
産
取
引
士
の
国
家
資
格
を

持
つ
専
門
家
チ
ー
ム
に
依
頼

す
る
。

早
け
れ
ば
、
問
い
合
わ
せ

か
ら
１
カ
月
ほ
ど
で
結
果
が

わ
か
る
と
い
う
。
必
要
と
あ

れ
ば
、
書
類
の
準
備
、
翻
訳
、

場
合
に
よ
っ
て
は
現
地
で
の

通
訳
な
ど
、
土
地
の
管
理
・

売
却
に
必
用
な
手
続
き
の
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
。

手
数
料
は
売
却
価
格
の
５

％
。
売
却
金
の
日
本
へ
の
送

金
方
法
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
る
。

崔
さ
ん
は
１０
年
前
、
済
州

島
内
で
の
不
動
産
取
引
で
困

っ
て
い
た
在
日
韓
国
人
の
相

談
を
解
決
し
て
あ
げ
た
。
こ

の
こ
と
が
口
づ
て
で
広
が

り
、
最
近
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
崔
さ
ん
は
「
困
り
ご
と

は
ご
自
身
の
代
で
解
決
を
。

気
軽
に
相
談
し
て
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

韓
国
済
州
島
資
産
管
理
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
「
パ
ラ
レ

ル
ワ
ー
ル
ド
」
。
０
８
０
・

２
０
４
１
・
０
５
７
７
（
崔

恩
漂
）
。in
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崔恩漂さん

凶
器
犯
罪
に
対
応

災
難
・
安
全
訓
練

駐
大
阪
総
領
事
館

【
大
阪
】
駐
大
阪
韓
国
総

領
事
館
（
金
亨
駿
総
領
事
）

は
最
近
、
日
本
国
内
で
凶
器

を
使
用
し
た
犯
罪
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
５

日
、
同
領
事
館
内
で
「
２
０

２
３
年
災
難
・
安
全
訓
練
」

を
実
施
し
た
。

金
総
領
事
は
じ
め
職
員
ら

は
、
大
阪
府
警
の
警
察
官
指

導
の
も
と
、
凶
器
所
持
者
が

侵
入
し
て
き
た
時
の
避
難
や

犯
人
鎮
圧
の
方
法
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

領
事
館
関
係
者
は
「
領
事

館
出
入
り
時
に
保
安
検
索
台

を
設
置
し
て
い
る
が
、
万
が

一
の
事
態
に
備
え
て
今
回
の

訓
練
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
」
と
説
明
し
た
。
訓
練

を
き
っ
か
け
に
、
領
事
館
自

体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
製
作

し
、
対
応
態
勢
を
揃
え
て
い

く
と
し
て
い
る
。

花
博
記
念
公
園
内

「
韓
国
庭
園
」訪
問

婦
人
会
滋
賀
歴
史
研
修
会

【
滋
賀
】
婦
人
会
滋
賀
本

部（
李
美
姫
会
長
）は
１５
日
、

大
阪
市
鶴
見
区
の
花
博
記
念

公
園
鶴
見
緑
地
内
に
あ
る
国

際
庭
園
「
大
韓
民
国
庭
園
」

を
訪
れ
た
。「
歴
史
研
修
会
」

と
し
て
李
会
長
ほ
か
本
部
役

員
、
会
員
ら
２１
人
が
参
加
し

た
�
写
真
。

庭
園
内
に
は
韓
国
を
は
じ

め
世
界
５３
カ
国
と
国
際
機
関

か
ら
出
展
さ
れ
た
５５
種
類
の

跡
地
が
あ
る
。
大
韓
民
国
庭

園
の
モ
デ
ル
は
昌
�
宮
。
韓

国
産
の
材
料
を
使
用
し
韓
国

の
文
化
財
技
能
保
持
者
ら
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
「
国
際

花
と
緑
の
博
覧
会
」
と
し
て

１
９
９
０
年
に
１
８
３
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
た
。

１５
年
に
は
清
渓
亭
（
六
角

亭
）
、
韓
国
亭
（
四
角
亭
）

な
ど
韓
国
の
伝
統
を
肌
で
感

じ
ら
れ
る
憩
い
の
場
「
マ
ダ

ン
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
。
会
員
ら
は
「
１
歩
、
門

を
入
る
と
韓
国
に
き
た
み
た

い
」
と
口
に
し
た
。

李
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

韓
国
ゆ
か
り
の
研
修
会
を
通

じ
て
、
会
員
た
ち
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
尽
力
し
て
い

く
」
と
話
し
て
い
た
。

丁
永
�
氏
（
民
団
大
阪
本

部
常
任

顧
問
、

中
央
鋼

管
建
材

株
式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
）
１０
日
、
肺
が
ん
の
た
め

死
去
。
８３
歳
。
葬
儀
は
親
族

の
み
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪

主
は
夫
人
の
松
本
節
子
さ

ん
。
大
阪
韓
国
商
工
会
議
所

顧
問
、
全
羅
南
道
道
民
会
会

長
を
歴
任
。

訂
正

６
日
付
３
面
、
民

団
愛
知
本
部
光
復
節
記
事

中
、駐
名
古
屋
総
領
事
の「
金

亨
駿
」
を
「
金
星
秀
」
に
訂

正
し
ま
す
。
ま
た
、
民
団
大

分
本
部
の
「
呉
成
秀
団
長
」

は「
金
禎
晃
団
長
」で
し
た
。

併
せ
て
お
詫
び
し
ま
す
。

婦人会大阪

韓
日
交
流
コ
�
ラ
ス
披
露

�
上
を
向
い
て
歩
こ
う
�合
同
で

民
団
山
梨

家
庭
訪
問
で
安
否
確
認

韓国と日本つなぐ
「友好音楽祭」徳島で

８
０
０
人
来
場

民
団
と
駐
神
戸
総
領
事
館
共
催

民団鳥取

語
り
継
ぐ
記
憶
・
記
録

荒
金
鉱
山
犠
牲
者
を
慰
霊

旬の果物狩りに歓声
民団茨城 支部活性化事業

済州島所有の不動産

相続・贈与・売却まで

パラレルワールド 崔恩漂代表

�万マ
ン寿ス無ム彊ガ

ン�祈る
第３０４５号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０２３年９月２０日（水曜日）（３）
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新
資
料
の
作
成
者
は
当
時

の
安
河
内
麻
吉
神
奈
川
県
知

事
。
震
災
の
年
の
１
９
２
３

年
１１
月
２１
日
付
で
内
務
省
警

保
局
長
に
報
告
し
て
い
る
。

「
内
地
人
の
朝
鮮
人
に
対

し
て
行
い
た
る
殺
傷
事
件

調
」
に
よ
れ
ば
、
事
件
５９
件

の
う
ち
、
殺
人
が
５７
件
１
４

５
人
、
傷
害
は
２
件
４
人
だ

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
事
件
の

４３
件
は
横
浜
市
内
で
起
き
て

い
た
。
動
機
を
見
る
と
「
犯

行
の
喧
伝
が
あ
り
、自
警
中
、

犯
行
を
敢
行
す
る
と
想
像
し

て
虐
殺
し
た
」
と
い
う
の
が

ほ
と
ん
ど
。

被
害
者
１４
人
に
つ
い
て
は

名
前
も
判
明
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
横
浜
市
内
に
限
っ
て

は
ほ
と
ん
ど
が
「
不
明
」
と

さ
れ
て
い
る
。
住
所
も
わ
か

ら
な
い
ま
ま
だ
。職
業
は「
人

夫
体
」、「
土
方
体
」
な
ど
と

あ
り
、
そ
の
違
い
は
定
か
で

は
な
い
。

た
だ
し
、
犯
罪
の
日
時
、

場
所
だ
け
は
明
確
だ
。
姜
前

館
長
は
２
０
２
１
年
に
亡
く

な
る
ま
で
「
関
東
大
震
災
時

の
朝
鮮
人
虐
殺
の
事
実
を
究

明
す
る
横
浜
の
会
」
の
山
本

す
み
子
代
表
（
８４
）
と
と
も

に「
土
地
法
典
」を
頼
り
に
、

あ
る
時
は
法
務
局
ま
で
足
を

運
び
、
地
道
に
裏
付
け
作
業

を
重
ね
て
い
っ
た
。

山
本
代
表
に
よ
れ
ば
、
姜

前
館
長
は
生
前
、
「
横
浜
の

会
」
が
長
い
時
間
を
か
け
て

収
集
し
て
き
た
「
関
東
大
震

災
時
朝
鮮
人
虐
殺
横
浜
証
言

集
」
と
併
せ
て
出
版
す
る
計

画
を
抱
い
て
い
た
。し
か
し
、

病
に
倒
れ
た
た
め
、
山
本
代

表
が
遺
志
を
継
ぎ
『
神
奈
川

県
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺

関
係
資
料
』
（
姜
徳
相
・
山

本
す
み
子
共
編
）
と
し
て
三

一
書
房
か
ら
発
刊
し
た
。

山
本
代
表
は
同
資
料
集
の

解
説
に
「
１
９
２
３
年
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
日
本
政
府

は
横
浜
の
朝
鮮
人
虐
殺
は
０

で
、
神
奈
川
県
で
は
橘
樹
郡

の
２
件
だ
け
で
あ
る
と
徹
底

的
に
隠
蔽
し
続
け
て
き
た
。

そ
の
こ
と
が
い
ま
ま
さ
に
覆

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と

記
し
て
い
る
。

【
神
奈
川
】
関
東
大
震
災
直
後
、
神
奈
川
県
内
で
虐
殺
さ
れ
た
韓
国
人
は
旧
司
法
省

の
記
録
を
根
拠
に
こ
れ
ま
で
「
２
人
」
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
定
説
を
覆
す
か
の
よ
う

な
新
史
料
を
民
団
中
央
本
部
が
運
営
す
る
在
日
韓
人
歴
史
資
料
館
の
姜
徳
相
前
館
長

（
滋
賀
県
立
大
学
名
誉
教
授
）
が
約
１０
年
前
、
古
書
店
で
発
見
し
て
い
た
。
新
史
料
に

よ
れ
ば
韓
国
人
犠
牲
者
の
数
は
「
１
４
５
人
」
だ
っ
た
。
「
震
災
に
伴
う
朝
鮮
人
並
に

支
那
人
に
関
す
る
犯
罪
及
び
保
護
状
況
其
他
調
査
の
件
」
〈
鮮
高
秘
収
第
２２
号
〉
に
記

さ
れ
て
い
た
。

姜
徳
相
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
だ
山
本
す
み
子
さ
ん

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー

親
世
代
か
ら
誕
生

Ｍ
Ｚ
世
代
と
は
１
９
８
１

年
か
ら
１
９
９
５
年
の
間
に

生
ま
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

と
１
９
９
６
年
以
降
に
生
ま

れ
た
Ｚ
世
代
を
合
わ
せ
た
言

葉
で
あ
る
。

Ｍ
Ｚ
世
代
と
そ
の
他
世
代

を
区
分
す
る
最
大
の
基
準
と

い
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
Ｍ
世
代
は

ア
ナ
ロ
グ
時
代
か
ら
デ
ジ
タ

ル
時
代
へ
の
移
行
を
身
を
持

っ
て
経
験
し
た
世
代
で
、
世

代
は
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
世
代
で
あ
る
。
こ

れ
ら
世
代
に
と
っ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
環
境
は
、
利
便
性
の
向

上
や
生
活
の
た
め
の
ツ
ー
ル

で
は
な
く
、
人
生
そ
の
も
の

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

韓
国
に
お
け
る
大
ま
か
な

世
代
区
分
は
、
韓
国
戦
争
直

後
に
生
ま
れ
た
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
世
代
、
８０
年
代
に
大
学
に

通
っ
た
８６
世
代
、
１
９
７
０

年
代
に
生
ま
れ
た
Ｘ
世
代
に

分
け
ら
れ
る
。

共
通
の
目
標
よ
り

個
人
の
幸
福
重
視

こ
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の

子
ど
も
が
Ｍ
Ｚ
世
代
で
、
親

世
代
の
影
響
で
大
学
進
学
率

が
高
く
、
幼
少
期
に
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
を
経
験
し
た
た

め
、
大
企
業
に
勤
務
す
る
か

ら
と
い
っ
て
未
来
が
保
証
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い

知
ら
さ
れ
た
。
共
通
の
目
標

よ
り
個
人
の
嗜
好
を
尊
重

し
、
個
人
の
幸
福
に
大
き
な

価
値
を
置
く
。
権
威
を
拒
否

し
「
公
正
」
と
「
価
値
」
を

重
要
視
す
る
。

筆
者
は
統
一
に
対
す
る
若

者
世
代
の
率
直
な
考
え
に
つ

い
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
そ
っ
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は

統
一
に

賛

成

す

る

人

い

た
？
」
「
う
う
ん
、
う
ち
は

全
員
反
対
だ
っ
て
」
「
う
ち

も
だ
よ
。
ど
う
し
よ
う
、
今

回
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
テ
ー
マ
、

統
一
で
し
ょ
？
」
。
あ
る
大

学
に
統
一
教
育
の
講
義
に
行

っ
た
際
、
お
手
洗
い
で
偶
然

耳
に
し
た
会
話
だ
っ
た
。
そ

の
大
学
で
は
在
学
生
な
ら
必

ず
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
統
一
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

課
程
」
と
い
う
教
養
科
目
を

設
置
し
て
い
た
。
大
学
生
に

統
一
未
来
に
備
え
た
基
本
素

養
を
養
っ
て
も
ら
う
た
め
に

開
設
し
た
科
目
で
、
韓
半
島

分
断
の
現
場
で
あ
る
都
羅
山

展
望
台
の
見
学
、
統
一
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
義
や
北
韓
離

脱
住
民
と
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ベ
ー

ト
の
場
合
、
分
断
の
現
場
見

学
や
講
義
な
ど
か
ら
感
じ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
統
一
賛
成

派
と
反
対
派
に
分
け
て
行
わ

れ
る
が
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ

で
統
一
に
賛
成
す
る
学
生
が

い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

統
一
に
関
心
な
し

賛
成
は
減
少
傾
向

こ
の
ケ
ー
ス
に
限
ら
ず
、

若
者
世
代
、
つ
ま
り
Ｍ
Ｚ
世

代
が
統
一
に
あ
ま
り
関
心
を

持
た
な
い
こ
と
は
様
々
な
ル

ー
ト
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ

た
統
一
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
変
曲
点

は
存
在
し
た
も
の
の
、
統
一

を
前
向
き
に
捉
え
る
意
識
は

低
く
な
っ
て
い
る
。「
統
一
に

賛
成
す
る
」
と
の
回
答
は
減

少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、「
統

一
に
反
対
す
る
」
及
び
「
統

一
に
興
味
が
な
い
」
と
い
う

回
答
は
増
加
し
て
い
る
。

ど
う
し
て
こ
う
し
た
現
象

が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

韓
国
は
依
然
と
し
て
分
断
国

家
で
あ
り
、
北
韓
の
体
制
の

不
安
定
性
は
高
ま
る
ば
か
り

で
北
韓
の
核
問
題
や
人
権
問

題
な
ど
の
イ
シ
ュ
ー
も
提
起

さ
れ
つ
つ
あ
る
の
に
、
ど
う

し
て
韓
国
の
若
者
世
代
は
統

一
に
目
を
向
け
な
い
の
だ
ろ

う
。
韓
半
島
周
辺
の
国
際
社

会
は
北
韓
を
注
視
し
て
い
る

の
に
、
統
一
未
来
を
担
う
で

あ
ろ
う
韓
国
の
若
者
は
ど
う

し
て
関
心
を
持
た
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
今
の
若
者
世
代
が

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
ど
う
迎

え
る
の
か
、
懸
念
さ
れ
る
時

が
あ
る
。

Ｍ
Ｚ
世
代
は
本
当
に
統
一

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
心
か
ら
統
一

に
反
対
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
筆
者
の
観
点
か
ら
す
る

と
、
こ
の
問
題
は
決
し
て
簡

単
で
は
な
い
。
若
者
世
代
は

統
一
に
反
対
す
る
と
い
う
よ

り
、
統
一
に
つ
い
て
あ
ま
り

理
解
し
て
い
な
い
。
統
一
と

い
え
ば
、
た
だ
南
北
が
一
つ

に
な
る
こ
と
と
し
か
考
え
て

い
な
い
。
あ
る
日
突
然
余
所

者
や
遠
い
親
戚
が
居
候
す
る

感
覚
で
、
一
朝
に
し
て
南
北

が
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
な

る
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

統
一
し
て
も
何
が
変
わ
る

か
分
か
ら
な
い
。
統
一
す
れ

ば
国
が
良
く
な
る
の
で
は
、

と
い
う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
。

賛
成
、
反
対
よ
り

議
論
を
深
め
よ
う

た
だ
し
、
そ
れ
が
自
分
と

関
係
が
あ
る
こ
と
と
は
思
わ

な
い
。
具
体
的
に
統
一
が
ど

う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る

の
か
、
ど
う
い
う
見
方
で
統

一
に
接
す
る
べ
き
か
に
関
す

る
議
論
は
排
除
さ
れ
て
い

る
。統

一
に
賛
成
か
、
反
対
か

と
い
う
問
い
は
、
統
一
を
あ

ま
り
に
も
単
純
化
し
た
質
問

に
思
わ
れ
る
。
統
一
は
極
め

て
複
雑
で
様
々
な
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
韓
民
族
の

問
題
で
あ
る
が
、
国
際
社
会

の
問
題
で
も
あ
り
、
そ
し
て

過
去
の
問
題
で
あ
り
、
未
来

の
問
題
で
も
あ
る
。
民
族
問

題
で
あ
り
、
韓
国
社
会
の
価

値
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ

る
。
少
な
く
と
も
統
一
に
対

す
る
賛
否
を
聞
く
以
前
に
、

統
一
が
何
を
意
味
し
て
い
て

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
統
一
へ
進
む
べ
き
か
に
関

す
る
議
論
を
深
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

韓
国
戦
争
停
戦
か
ら
今
年

で
７０
年
。
国
軍
捕
虜
と
脱
北

者
支
援
に
取
り
組
む
韓
国
国

内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ム
ル
マ
ン
チ

ョ
〈
勿
忘
草
〉」（
朴
宣
映
理

事
長
）
は
民
団
中
央
本
部
の

後
援
を
受
け
て
７
日
、
東
京

・
港
区
の
韓
国
中
央
会
館
で

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
忘
れ
ら
れ
た
英
雄
た
ち
」

を
上
映
し
た
。

作
品
は
米
軍
と
北
韓
人
民

軍
が
撮
影
し
た
当
時
の
記
録

映
像
を
ベ
ー
ス
に
、
内
容
の

理
解
を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
出
演
に
よ
る
再
現
ド
ラ
マ

を
組
み
入
れ
た
も
の
。
Ｋ
Ｂ

Ｓ
放
送
の
元
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
監
督
し
た
。
囚
わ
れ
先
の

北
韓
か
ら
韓
国
に
逃
れ
て
き

た
複
数
の
元
国
軍
捕
虜
が
抑

留
当
時
の
窮
状
を
生
々
し
く

証
言
し
て
い
る
。

北
韓
は
休
戦
協
定
成
立
後

も
約
１０
万
人
と
さ
れ
る
国
軍

捕
虜
を
引
き
続
き
辺
境
の
鉱

山
で
使
役
し
て
き
た
。
１
９

５
６
年
に
は
一
方
的
に
住
民

と
し
て
編
入
し
た
。
こ
れ
以

降
、
韓
国
軍
捕
虜
は
国
内
に

一
人
も
い
な
い
と
い
う
の
が

北
韓
当
局
の
公
式
的
立
場

だ
。
忘
れ
ら
れ
た
国
軍
捕
虜

の
う
ち
ご
く
一
部
だ
け
が
命

が
け
で
脱
北
を
果
た
し
た
。

北
韓
軍
に
囚
わ
れ
た
国
軍

捕
虜
は
当
時
２０
歳
だ
っ
た
と

し
て
も
、
い
ま
や
９０
歳
を
超

え
、
北
で
生
を
受
け
た
子
ど

も
た
ち
も
監
視
の
対
象
だ
。

ム
ル
マ
ン
チ
ョ
の
関
係
者
は

現
在
進
行
形
の
問
題
だ
と
危

機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

上
映
会
に
は
在
日
同
胞
の

ほ
か
、
日
本
で
脱
北
者
の
支

援
に
取
り
組
む
民
間
団
体
か

ら
も
多
く
が
鑑
賞
に
訪
れ

た
。
終
了
後
、
朴
理
事
長
は

国
軍
捕
虜
関
連
図
書
と
脱
北

者
手
記
な
ど
を
呂
健
二
団
長

に
贈
り
、
支
援
を
呼
び
か
け

た
。
な
お
、
上
映
会
は
東
京

に
先
駆
け
て
５
日
、
大
阪
韓

国
人
会
館
で
も
行
わ
れ
た
。

朴
宣
映
理
事
長
�左
か
ら
関

連
図
書
を
贈
ら
れ
る
民
団

中
央
の
呂
健
二
団
長

自
警
団
の
犠
牲
者

姜
大
興
さ
ん
追
悼

常
泉
寺

【
埼
玉
】
関
東
大
震
災
直

後
の
９
月
３
日
夜
、
自
警
団

に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
韓
国

人
、
姜
大
興
さ
ん
（
２４
歳
�

当
時
）
を
追
悼
す
る
集
い
が

４
日
、
さ
い
た
ま
市
の
常
泉

寺
で
執
り
行
わ
れ
た
。

「
姜
大
興
さ
ん
の
想
い
を

刻
み
未
来
に
生
か
す
集
い
実

行
委
員
会
」
と
日
朝
協
会
埼

玉
県
連
合
会
（
関
原
正
裕
会

長
）
に
よ
る
共
催
。
関
東
大

震
災
か
ら
１
０
０
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
、
さ
い
た
ま
市

の
清
水
勇
人
市
長
か
ら
初
め

て
哀
悼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

い
た
。

事
件
を
研
究
し
て
い
る
関

原
会
長
に
よ
れ
ば
、
姜
さ
ん

は
浦
和
方
面
か
ら
逃
走
中
、

見
ず
知
ら
ず
の
片
柳
村
に
迷

い
込
み
、
地
元
の
自
警
団
と

遭
遇
し
た
。
当
時
、
埼
玉
県

当
局
は
「
不
逞
鮮
人
」
が
東

京
で
暴
動
を
起
こ
し
て
い
る

の
で
警
戒
せ
よ
と
の
誤
っ
た

通
知
を
出
し
て
い
た
。

こ
れ
が
片
柳
村
役
場
か
ら

染
谷
に
も
届
い
て
い
た
。
姜

さ
ん
は
日
本
刀
や
槍
な
ど
に

よ
っ
て
全
身
２０
数
カ
所
を
傷

つ
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
。
地
元
の
人
た
ち
の
証
言

に
よ
れ
ば
、
「
無
縁
仏
に
し

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
在

所
の
人
々
の
思
い
か
ら
常
泉

寺
に
墓
が
建
て
ら
れ
た
。
墓

石
に
は「
朝
鮮
人
姜
大
興
墓
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

本
堂
で
の
法
要
で
は
読
経

が
流
れ
る
な
か
、
１
０
０
人

を
超
え
る
参
列
者
が
焼
香
の

列
に
加
わ
っ
た
。
お
墓
の
横

に
は
日
朝
協
会
埼
玉
県
連
が

「
説
明
プ
レ
ー
ト
」を
建
て
、

こ
の
日
初
め
て
関
係
者
に
お

披
露
目
さ
れ
た
。

１００人が参列した追悼の集い（写真は
小川満さん提供）

【
大
阪
】
白
頭
学
院
建
国

学
校
（
白
川
重
雄
理
事
長
・

金
秀
子
学
校
長
、
大
阪
市
住

吉
区
）敷
地
内
に
こ
の
ほ
ど
、

新
教
育
棟（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

が
完
成
し
た
。

鉄
骨
造
り
３
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
１
９
９
・
５
平
方

�
。
１
階
は
体
育
倉
庫
と
部

室
倉
庫
、
２
階
が
ダ
ン
ス
な

ど
多
目
的
に
使
え
る
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ル
ー
ム
と
防
災
用

品
倉
庫
。
３
階
に
は
生
徒
た

ち
念
願
の
男
女
別
更
衣
室
と

シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
が
３
つ
。

当
初
は
寄
宿
舎
建
設
に
向

け
て
会
議
を
重
ね
て
き
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
留
学
生
が

減
少
し
、
建
築
費
な
ど
の
高

騰
も
重
な
っ
て
新
教
育
棟
に

変
更
し
た
。
９
日
、
竣
工
記

念
式
典
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
高
山
未
奈
子
副
理
事
長
は

「
き
ち
ん
と
し
た
更
衣
室
や

シ
ャ
ワ
ー
室
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
新
教
育
棟
の
建
築
と

な
っ
た
。
生
徒
た
ち
が
活
発

に
ク
ラ
ブ
活
動
す
る
の
に
役

だ
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
」
と
述
べ
た
。

建
築
を
後
押
し
し
た
李
煕

健
韓
日
交
流
財
団
の
李
薫
顧

問
は
「
白
頭
学
院
の
生
徒
た

ち
は
在
日
社
会
の
希
望
。
本

国
だ
け
で
な
く
日
本
で
も
活

躍
し
、
韓
日
の
懸
け
橋
に
な

る
こ
と
を
願
う
」
と
期
待
を

込
め
た
。

関係者によるテープカット

出展社製品コレクションコーナー

韓
国
食
品
の
ビ
ジ
ネ
ス
商

談
会
「
Ｋ
―
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ

ア
」
（
ａ
ｔ
韓
国
農
産
物
水

産
食
品
公
社
主
催
）が
１５
日
、

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
今
年
は
韓
国
メ
ー

カ
ー
４２
社
が
出
展
。
最
新
で

ト
レ
ン
ド
な
韓
国
の
食
べ
物

情
報
を
発
信
し
た
。

商
談
会
に
は
サ
ム
ジ
ン
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
社
が
長

期
保
存
が
可
能
な
「
缶
キ
ム

チ
」
を
出
品
し
た
。
韓
国
で

は
３０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

も
の
の
、日
本
で
は
珍
し
い
。

前
日
の
「
試
食
会
」
で
は
チ

ャ
ー
ハ
ン
や
冷
や
や
っ
こ
と

の
相
性
が
い
い
と
し
て
「
炒

め
キ
ム
チ
」
が
バ
イ
ヤ
ー
の

関
心
を
集
め
て
い
た
。

同
じ
く
韓
国
国
際
有
限
公

司
（
株
式
会
社
ジ
ェ
ル
）
が

パ
ン
工
場
で
つ
く
る
輸
出
用

バ
ケ
ッ
ト
は
台
湾
に
続
く
市

場
と
し
て
新
た
に
日
本
進
出

を
め
ざ
す
。
輸
出
用
に
ガ
ー

リ
ッ
ク
、
青
唐
辛
子
、
キ
ャ

ラ
メ
ル
シ
ナ
モ
ン
の
３
種
の

味
を
そ
ろ
え
た
。
日
本
で
は

「
青
唐
辛
子
味
で
差
別
化
を

図
れ
る
の
で
は
」
と
自
信
を

の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

一
方
、
韓
国
食
品
輸
入
商

社
１５
社
も
別
室
で
新
商
品
の

展
示
商
談
会
を
行
っ
た
。

朝
日
食
品
（
埼
玉
県
八
潮

市
）
の
ス
ン
ド
ゥ
ブ
チ
ゲ
は

豆
腐
な
ど
す
べ
て
の
具
材
入

り
。
程
禎

代
表
取
締
役
に

よ
れ
ば
「
豆
腐
入
り
は
初
め

て
。
簡
単
に
本
格
的
な
味
を

楽
し
め
る
」
と
の
こ
と
。

日
本
全
国
に
３０
店
舗
を
展

開
し
て
い
る
イ
エ
ス
マ
ー
ト

は
酒
、
菓
子
な
ど
の
売
れ
筋

を
並
べ
た
。
特
に
薬
菓
は
昨

年
か
ら
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

て
お
り
、
訪
れ
た
バ
イ
ヤ
ー

も
多
く
が
関
心
を
寄
せ
て
い

た
と
い
う
。
酒
は
韓
国
産
の

新
米
を
１
０
０
％
使
用
し
た

マ
ッ
コ
リ
や
日
本
で
未
発
売

の
焼
酎
「
宝
海
」
を
推
奨
し

て
い
た
。

ポ
ロ
ロ
の
日
本
代
理
店
、

麹
醇
堂
は
ソ
ル
ロ
ン
タ
ン
風

味
の
ラ
ー
メ
ン
と
ス
パ
ゲ
テ

ィ
を
展
示
し
た
。
販
売
先
は

日
本
と
米
国
で
韓
国
で
は
扱

わ
な
い
。

「
納
涼
の
夕
べ
」

４
年
ぶ
り
開
催

愛
知
瀬
戸
・
尾
張
旭

・
長
久
手
日
韓
協

【
愛
知
】
愛
知
瀬
戸
・
尾

張
旭
・
長
久
手
日
韓
親
善
協

会
は
（
三
木
雪
実
会
長
）
２

日
、
瀬
戸
市
内
で
「
納
涼
の

夕
べ
」
を
開
催
し
た
。
こ
の

間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続

い
た
た
め
今
回
が
４
年
ぶ

り
。会

員
を
中
心
に
、
韓
国
側

は
駐
名
古
屋
総
領
事
館
の
金

基
洙
領
事
は
じ
め
民
団
愛
知

本
部
の
河
隆
實
団
長
、名
南
、

東
中
、
豊
田
の
支
団
長
、
一

宮
の
監
察
委
員
長
ら
。
瀬
戸

市
と
姉
妹
都
市
締
結
し
て
い

る
京
畿
道
利
川
市
か
ら
も
李

盛
根
韓
日
親
善
協
会
会
長
が

参
席
し
た
。

日
本
側
は
県
日
韓
協
の
斉

藤
実
会
長
は
じ
め
瀬
戸
市
の

大
森
雅
之
副
市
長
、
長
久
手

市
の
鈴
木
孝
美
副
市
長
、
尾

張
旭
市
の
柴
田
浩
市
長
、
尾

張
一
宮
地
区
日
韓
協
の
佐
藤

英
俊
会
長
ら
合
わ
せ
て
１
５

０
人
が
集
ま
っ
た
。

【
大
阪
】
大
阪
と
韓
国
の

経
済
交
流
を
促
進
す
る
た
め

の
「
関
西
韓
日
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
１２
日
、
大
阪
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

１５
回
目
を
迎
え
た
今
年
の

テ
ー
マ
は
２
０
２
５
年
大
阪

・
関
西
万
博
と
３０
年
釜
山
万

博
の
誘
致
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
。
駐
大
阪
総
領
事
館
と
釜

山
市
、
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
の
３
者

共
催
。

駐
大
阪
総
領
事
館
の
金
亨

駿
総
領
事
は
「
両
国
は
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
未
来
志
向

的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
新
し

い
パ
ラ
ダ
イ
ム
規
準
で
人
的

交
流
が
活
性
化
し
、
緊
密
な

協
力
の
火
種
が
燃
え
上
が
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
相

互
理
解
の
増
進
と
協
力
を
通

じ
て
、
両
国
経
済
に
シ
ナ
ジ

ー
効
果
を
生
み
出
す
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

京
都
大
学
の
若
林
直
樹
教

授
が
「
観
光
地
競
争
力
と
し

て
の
万
博
と
新
た
な
観
光
資

源
」
に
つ
い
て
講
演
。
大
阪

府
・
大
阪
市
万
博
推
進
局
儀

典
課
の
北
本
治
課
長
代
理
が

大
阪
・
関
西
万
博
の
概
要
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

た
。韓

国
側
は
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
の

朴
永
桓
大
阪
万
博
韓
国
政
府

副
代
表
が
「
大
阪
・
関
西
万

博
韓
国
パ
ビ
リ
オ
ン
の
推
捗

状
況
・
期
待
効
果
」
に
つ
い

て
説
明
。
万
博
誘
致
を
図
る

釜
山
市
の
李
成
権
副
市
長
は

釜
山
市
の
魅
力
、
取
り
組
み

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

質
疑
応
答
で
民
団
大
阪
本

部
の
李
元
徹
団
長
が
「
大
阪

・
関
西
万
博
の
来
訪
者
は
期

間
中
、
２
８
２
０
万
人
を
見

込
ん
で
い
る
が
、
会
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
釜

山
万
博
に
も
役
立
つ
よ
う
な

細
か
い
対
応
を
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
声
が
き
か
れ

た
。

大阪・関西万博成功と

万博の釜山誘致めざす
「関西韓日経済フォーラム」

旬
の
韓
国
食
品
出
展

「
Ｋ
	
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ア
」
商談会

建
国
学
校
に
新
教
育
棟

李
熙
健
財
団
が
建
築
支
援

韓
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ�
勿
忘
草
�呼
び
か
け

北
韓
で
９０
歳
超
え
生
存

関東大震災

�
神
奈
川
県
で
１
４
５
人
�

韓
国
人
犠
牲
者

２
人
の
定
説
覆
す

「初公開史料」出版
市民団体代表 姜徳相氏と共編

「忘れられた英雄たち」

国軍捕虜救出急ぐ

ド
キ
�
メ
ン
ト
上
映
会

Ｍ
Ｚ
世
代
の
統
一
意
識
及
び
そ
の
向
上
策

寄

稿

全

永

善
�
建
国
大
学
�
�上�

さ
い
た
ま
市
長
初
の
哀
悼
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